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論 文 内 容 の 要 旨
い わ ゆ る、 シカ ゴ ・ル ネ サ ン スの 一 翼 を形 成 す る1ハ ーバ ー ト・ブル ー マ ー(Blumer,Herbe貫
George,1900-1987)のシ ン ボ リック相 互作 用 論(SymbolicInteractionism)が、T.パ ー ソン ズ を
中 心 とす る構 造機 能 主 義 社 会 学や 、G.A.ラ ン ドバ ー グ を 中 心 とす る社 会 学 的実 証 主 義(操 作
主義)を 批 判 し、 そ れ に代 わ る分 析 枠 組 み や研 究 手 法 を発 展 させ よ う と した こ とは 良 く知 られ
て い る。 と りわ け、 そ の分 析 枠 組 み に 関 して は、 これ ま で の わ が国 の研 究 にお い て は 、 そ れ が
提 示 す る 「動 的 社 会 」観 が 高 く評 価 され て きた。 す な わ ち 、社 会 を 、 「主 体 的 人 間 」(船津 衛)
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によって、形成 ・再形成 され る 「流 動的な過程」ない しは 「変動的」 「生成発 展的」 な もの と
捉 える、そ うした社会観 が高 く評価 され てきた。本論 は、ブル ーマーの シンボ リック相 互作用
論 が持 つ、分析枠組み と研究手法 とい うこの二つ の側面 の うち、主 として、前者 の側 面に焦点
を当て、論 を展開 しよ うとす るものである。す なわち本論 は、ブルーマーの シンボ リック相互
作用論 が持つ 、「動 的社 会」観 な るものの見方の内実 を検討す るこ とをその 目的 としてい る。
では、如何 なる観 点か ら、その検 討を行 うのか。本論 では、シ ンボ リック相互作用論 におい
て 「個人 と社会 との関係 」が如何な るもの と把握 されてい るのか(な い しは論理 上、如何 な る
もの と把握 され得 るのか)、そ うした観点 か ら、 この社 会観 を検 討 しよ うとしてい る。 よ り具
体的に述べ るな らば、本論 は、以下の三つ の問い を、 ブルーマ ーのシンボ リック相互作用論 を
素材 として、解明 しよ うとす るものであ る。
1)シ ンボ リック相互作用論 におい て、個人の 「社会化」(socialization)とは、如何 な るもの
と把握 され てい るのか。
2)シ ンボ リック相互作用論 において 「社会」(society)とは、如何 なるメカニズムを通 じて、
その個人(個 々人)に よ り、形成 されてゆ くもの と捉 え られ てい るのか。
3)ま た、そ うした社会 が何故 に再形成 され てゆ くもの と捉 え られ てい るのか。
言 うなれ ば、本論 は、 ブルーマーの シンボ リック相互作用論 のパ ースペ クテ ィブか ら 「社会
学の根本 問題」 を解 こ うとす るもので ある。 とい うの も、 これ までのブルーマー のシンボ リッ
ク相 互作用論 に関す るわが国の諸研究 においては、ま さに この根本 問題 を念頭 においた研究が
充分にな され てこなか った と捉 え られ るか らである。
なお、如上 の 目的 を遂行す る上 で、看過 してはな らない重 要な論 点がある。 それ は、個 々人
が社会化 され るその メカ ニズム とは如何な るものなのか、個 々人が社会 を形成す るその メカニ
ズム とは如何 なるもの なのか、そ して 、そ うした社会 が何故 に再形成 への扉 を開 くもの と捉 え
られな ければ な らないのか(そ の論理的必然性 とは どの よ うに説 明 され るのか)、この三つの
問を、ブルーマー のシ ンボ リック相 互作用論の概念的柱 石 となってい る 「自己相互作用」(self-
interaction)概念 との確 固 た る結 びつ きのも とに明 らか に しな けれ ばな らない とい う論 点で あ
る。す なわち、本論は、 この 自己相互作用概念 との確 固たる結 びつきの もとに、上記の三っの
問いを解 明 しようとす るものである。
まず第1章 において は、主 として、上記の問い1)の 解 明が企 図 され てい る。 またそれに付
随 して、ブルーマー にお ける 「個人 と世界 との関係 」把握 、な らびに、 「行為」把握 の解 明が
企 図 され ている。 ブルーマー のシンボ リック相互作用論 にお いて、その概念的柱石 となってい
る 「自己相互作用」とは、ブル ーマー に よれ ば、「自分 自身 との相互作用」(interactionwithoneselの
とも言 われ 、それ をブル ーマ ーは、「文字 どお り、個人が 自分 自身 と相 互作用 を行 ってい る過程」
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で あ る とか 、「個 人 が 自分 自身 に対 して 話 しか け 、そ して それ に対 して反 応 す る 、とい うコ ミ ュ
ニ ケー シ ョン の一 形 態 」 で あ る と表 現 して い る。 す な わ ち、他 者 との 間 で行 う社 会 的 相 互 作用
を 自分 自身 と行 うの が 、 換 言 す る な ら ば、 他 者 と の 社 会 的 相 互 作 用 を個 人 の 内 に 内 在 化
(internalize)させ た もの が 、 ブル ー マ ー の 言 う 「自分 自身 との相 互 作 用 」 す な わ ち 「自己相 互 作
用 」 に他 な ら な い。 ま た こ の概 念 は 、 ブル ー マ ー に お い て は 、 「表 示 」(indication)と「解 釈 」
(interpretation)からな る 「解 釈 の過 程 」(processofinterpretation)と同義 で用 い られ てい る も の で
あ る。 か ね て よ り、彼 の 自己相 互 作 用 に 関す る立 論 に関 して は、それ が 「社 会 化 」(socialization)
に 関す る議 論 を看 過 した 「主観 主 義 」的 な もの で あ る、 との批 判 が提 示 され て き た が、本 章 は 、
そ う した 批 判 に対 す る反 論 と して の位 置 づ け も有 して い る。
自己相 互 作 用 概 念 を軸 とす る、 ブ ル ー マ ー の シ ン ボ リ ック相 互 作 用 論 に お い て 、 「社 会 化 」
(socializa土ion)とは 、他 者 との社 会 的 相 互 作 用 を方 向 付 け る 「定義 の諸 図式 」(schemesofdeinition)
と、 自 己 との相 互 作用(自 己相 互 作 用)を 方 向付 け る 「一 般 化 され た諸 々 の役 割 」(generalized
roles)とい う二 つ の解 釈 枠 組 み を、個 人 が 、自己 を取 り囲 む 「他 者 た ち の集 団」(groupsofothers)
か ら獲 得 し、 そ う した 枠 組 み に、 自 らが 営 む相 互 作用 に お け る解 釈 ・定義 を 方 向付 け られ る こ
と、 と捉 え られ て い る。 ブ ル ー マ ー にお い て 、解 釈 ・定義 とは 、 一般 化 され た諸 々 の役 割 の獲
得 → 定 義 の 諸 図 式 の獲 得 → 一 般 化 され た 諸 々 の役 割 に方 向付 け られ た 自己相 互作 用 にお け る 定
義 の諸 図 式 の 吟 味→ そ の 吟 味 の結 果 、 修 正 ・確 定 され た 、新 た な 定義 の諸 図 式 に基 づ く外 界 の
知 覚(perception)、とい う一 連 の プ ロセ ス と捉 え られ て い る。 こ の プ ロセ ス こそ 、 「意 味 付 与」
(conferingofmeaning)と呼 ばれ る営 み に他 な らな い。
なお 、上 記 に お い て外 界 とは 、ブル ーマ ー にお い て は 、 「現 実 の世 界」(worldofreality)を意 味
し、 ブル ー マ ー にお い て 「人 間」 とは 、そ う した 現 実 の 世 界(社 会 的 ・物 的 環境)に 取 り囲 ま
れ た存 在 と捉 え られ て い る。 人 間 は、 上 述 の 意 味付 与 の 営 み を通 じて 、 この 世界 か ら、 自 らに
とっ て の 「対象 」(object)を形 成 す る存 在 と捉 え られ て い る。 なお 、ブ ル ー マ ー に お い て 「意 味
付 与」 とは 、 あ る一 定 の 「パ ー ス ペ クテ ィ ブ」(perspective)に基 づ く 「知 覚 」 と同義 の こ と と
捉 え られ て い る、 とい う点 を ふ ま え る な らば 、 「対 象 」・とは 、 そ の パ ー ス 尺 ク テ ィブ に よ っ て
人 間 が捉 えた 、 現 実 の 世 界 の あ る一 定 の 部 分 で あ る と も表 現 で き る。 ブル ー マー は 、 こ の 「対
象 」 を 、 「物 的 対 象 」(physicalobject)、「社 会 的 対 象 」(socialobject)、「抽募 的 対 象 」(abstract
object)の三 っ に大 別 して い る。
人 間 に とって の 「世 界 」(world)とは 、こ う した 「対 象 」か らの み 構 成 され る もの と捉 え られ 、
人 間 は こ の意 味 で の 「世 界 」 の 中 に住 ん で い る。 そ の意 味 で 、 ブル ー マ ー に お い て 「個 人 と世
界 との 関係 」 とは 、 人 間 に よ る世 界(現 実 の 世 界)に 対 す る 自己相 互作 用 を 通 じた解 釈 ・定義
(意味 付 与/知 覚)に よ って 定 め られ る もの と捉 え られ て い る こ とに な る。
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とは い え 、 ブル ー マ ー に お い て は、 個 人 と世 界 との関 係 が 、人 間 に よ る世 界 に 対 す る一 方 的
な解 釈 ・定 義 に よ っ て決 定 され る もの と捉 え られ て い る わ け で はな い。 なぜ な ら、解 釈 ・定義
され るそ の世 界 、す な わ ち現 実 の世 界 には 、 い つ で もそ う した解釈 ・定義 に対 して 「語 り返 し」
(talkback)して くる 可能 性 が存 在 す る もの と捉 え られ て い る か らで あ る。 ま た個 人 は 、そ の 「語
り返 し」 を契 機 と して 、 自 らの解 釈 ・定義 の 妥 当性 の如 何 を知 る こ とが 出来 、そ の 結 果 と して 、
自 らの解 釈 ・定義 を修 正す る こ とに な る。 した が っ て 、 ブル ー マー にお い て 、 個 人 と世 界 との
関係 とは 、個 人 に よ る世 界 に 対 す る解 釈 ・定 義 に よっ て一 義 的 に決 定 され る もの と捉 え られ て
はな らな い。 ブル ー マ ー に お い て 、個 人 と世 界 との 関係 とは 、個 人 に よ る世 界 に対 す る解 釈 ・
定 義 と、 世 界 か らそ の解 釈 ・定 義 に対 して 寄せ られ る 「語 り返 し」 との絶 え 間 ない 相 互 作 用 を
通 じて、 絶 えず 形 成 ・再 形 成 され る もの と捉 え られ な けれ ば な らな い。
こ う した 「個 人 と世 界 との 関係 」把 握 をふ ま えた 上 で 、で は、 そ の個 人 の 「行 為 」(action)と
は 、如何 な るも の と捉 え られ るの か。 ブ ル ー マ ー にお い て 行 為(「 個 人 的 行 為 」(individualact))
とは 、まず 何 よ り も、現 実 の 世 界 に対 す る 「適 応 」(Ht,adjust)活動 と捉 え られ てお り、それ は 、
現 実 の世 界 か らの 語 り返 しを契 機 と した 、 絶 え ざ る形 成 ・再 形 成 を余 儀 な く され る も の と捉 え
られ る。 ブ ル ー マ ー は こ の 「行 為 」 を 、 「衝 動 」(impulse)→「知 覚 」(perception)→「操 作 」
(manipulation)→「完 結 」(consumation)とい う一連 の プ ロセ ス か らな る もの と捉 え て い るが 、上
記 の 「個 人 と世 界 と の 関係 」 に 関 す る 知 見 を ふ ま え る な ら ば 、 こ の プ ロ セ ス は 、 「衝 動 」
→ ・ … → 「完 結 」 で 完 結 す る もの と して で は な く、 「衝 動 」1)→ ・ … → 「完結 」1)
→ 「衝動 」2)→ ・ … → 「衝 動 」n)と 絶 えず 継 続 して 行 くもの と捉 え られ な けれ ば な ら
ない こ とに な る。
続 く第2章 にお い て は 、 上記 の 問 い2)の 解 明が 企 図 され て い る。 ブル ー マー の シ ンボ リ ッ
ク相 互 作 用論 に お い て は 、 上 記 に論 じた 「行 為 」 が 、個 々 人 間 にお い て 、相 互 に 取 り交 わ され
てい る場合 、そ れ は 「社 会 的 相 互 作 用 」(socialinteraction)と呼 ば れ 、そ れ をブル ー マ ー は 、 「自
己相 互 作 用 」 の介 在 しな い 「非 シ ン ボ リッ ク相 互 作 用 」(non-symbolicinteraction)と、 「自 己相
互 作 用 」 の 介在 す る 「シ ンボ リッ クな相 互 作 用 」(symbolicinteraction)の二 っ に大別 して い る。
そ の上 で ブル ー マ ー は 、前 者 の相 互 作 用 を、ミー ドの 言 う「身 振 り会話 」(conversationofgestures)
と、そ して 後者 の相 互 作 用 を、ミー ドの言 う 「有 意 味 シ ンボ ル の 使 用 」(useofslgniHcantsymbols)
と同義 な もの と して い る。 とはい え、本 章 で の議 論 の結 果 、 後 者 の 相 互 作 用 には 、 よ り正確 に
は 、未 だ 「有 意 味 シ ン ボル 」 が 成 立 して い な い も の の 、相 互 作 用 に 参 与 して い る個 々人 が 、
各 々 自己相 互 作 用 の 営 み を通 じて 、 有 意 味 シ ン ボル を成 立 させ よ う として い るシ ンボ リック な
相 互作 用 と、成 立 した 有 意 味 シ ンボ ル を媒 介 と して行 われ る 「有 意 味 シ ンボ ル の使 用 」 と同義
の もの と して の シ ン ボ リ ック な相 互 作 用 、 とい う二 つ の シ ン ボ リ ックな 相 互 作 用 が含 ま れ て い
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る こ とが 明 らか に され た。 ブ ル ー マ ー にお い て 、 「社 会 」(「人 間 の 社 会 」(humansociety))と
は、 シ ン ボ リック な 相 互 作 用 の 「本 来 的形 態 」(realform)からな る もの と捉 え られ 、 そ の相 互
作用 を、 ブル ー マ ー は 、 「ジ ョイ ン ト ・ア ク シ ョン」(jointaction)ない しは 「トラ ンス ア ク シ ョ
ン」(transaction)と呼 ん で い る。 実 は 、 この本 来 的形 態 と して の シ ンボ リ ックな 相 互 作 用 こそ 、
上 記 の 「有 意 味 シ ンボル の使 用 」と同 義 の もの と して の シ ンボ リック な相 互 作 用 に他 な らない 。
いわ ば、 ブル ーマ ー に お い て 、社 会 とは、 そ う した ジ ョイ ン ト ・ア ク シ ョンが 、 通 時 的 共 時 的
に相 互 に折 り重 な っ た もの と捉 え られ てい る。 そ の意 味 で、 ブル ー マ ー にお い て は 、 この ジ ョ
イ ン ト ・ア クシ ョン とは 、社 会 の 「基 本 的 単位 」 と して 位 置 づ け られ て い た。
ブル ー マ ー にお い て は 、 ジ ョイ ン ト ・ア ク シ ョン の形 成 は、 シ ン ボ リ ックな 相 互 作 用 に お い
て な され る もの と捉 え られ て い る。 す なわ ち、 シ ンボ リ ック な相 互 作 用 を通 じて 、 そ の本 来 的
形態 で あ る も う一 つ の シ ン ボ リック な相 互作 用(ジ ョイ ン ト ・ア ク シ ョン)が 形 成 され る もの
と捉 え られ て い る。 こ こで シ ン ボ リ ックな相 互作 用 とは 、 ブ ル ー マ ー に お い て は 、 あ る 「身 振
り」(gesture)の提 示 と、そ の 身 振 りの 「意 味」(meaning)に対 す る一 つ の 反応 と定 式化 され て い
る。 さ らに身 振 りは 、そ れ を提 示 す る者 と、それ が 向 け られ る者 との双 方 に対 して 意 味 を持 ち 、
両者 に対 して身 振 りが 同 じ意 味 を持 っ とき、両者 は相 互 に理解 し合 って い る、 とブル ーマ ー に
お いて は捉 え られ て い る。 この 「相 互 に理解 し合 って い る」状 態 とは 、ブ ル ー マ ー にお い て は 、
個 々人 の 問 に 、「有 意 味 シ ンボ ル 」(signiHcantsymbol)ない しは 「共 通 の定 義 」(commond面nition)
が成 立 して い る状 態 を意 味 して い る。 また有 意 味 シ ンボ ル が 成 立 して い る状 態 とは 、 よ り正 確
には、 個 々人 が、 各 々 の 自己相 互 作 用 を通 じて 、そ こで 提 示 され て い る身振 りに対 して、 同一
の意 味 を付 与 して い る状 態 を指 してい た。 ジ ョイ ン ト ・ア クシ ョンは 、 この有 意 味 シ ンボ ル な
い しは 共通 の定 義 が成 立 す る こ とに よ って可能 にな る もの と、 ブル ー マ ー に お い て は捉 え られ
て い る。 そ うした 共 通 の定 義 は 、個 々 人 が、自己相 互 作 用 の一 形 態 と して の 「考慮 の考 慮 」(taking
intoaccountoftakingintoaccount)を駆 使 しつ つ 、互 い に 「相 手 の 観 点 」・と 「相 手 の パ ー スペ ク
テ ィブ か ら見 た 自分 自身 の観 点 」 の双 方 を適切 に把握(想 定/解 釈 ・定義)し た とき にの み成
立す る もの と捉 え られ てい る。 ま た 、個 々人 に よ る、 そ うした 二 つ の観 地 の適 切 な把 握 は 、 そ
の個 人 が、 自 己 を取 り囲 む 「他 者 た ち の集 団」 か ら、 前 もっ て 、種 々 の解 釈 の道 具(「 定 義 の
諸 図式 」、 「一 般 化 され た 諸 々 の役 割 」)を獲 得 し、 そ うした 道 具 に よっ て 、 そ の解 釈 ・定 義 を
方 向付 け られ る こ とに よ り可 能 に な る もの と、 ブル ー マ ー に お い て は捉 え られ て いた 。 ま た 、
個 々人 に よ り作 り出 され た こ の 共 通 の定 義 に よっ て 、 ジ ョイ ン ト ・ア ク シ ョン は、 そ の規 則
性 ・安 定性 ・再 起 性 を保 障 され る 、 とブル ーマ ー に お い て は捉 え られ て い た。
第3章 にお い て は 、上 記 の問 い3)の 解 明 が企 図 され て い る。 ブル ー マ ー は 、一 方 で 、 社会
とい うもの を 、個 々人 に よ り作 り出 され た 「共通 の 定義 」 に よっ て 、 そ の規 則 性 ・安 定性 ・再
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起性 を保障 され るもの と捉 えっつ も、他方で 、社会 を、多 くの不確定 の可能性 にも開 かれ てい
るもの と捉 えてい る。すなわ ち、不確定性や偶然性や予期せ ぬ変容 が、社会 とい うもの(ジ ョ
イ ン ト・アクシ ョン)が 持 ってい る、その重要 な特徴 と して認識 され なけれ ばな らないこ とを、
ブルーマーは強調 してい る。 では、何故 にそ う考 えなけれ ばな らないのか。 こ うした こ とを、
「自己相互作用 」概 念 との確 固たる結びつ きの も とに明 らか にす る とい うこ とは、す なわち、
自己相 互作用概念 との確 固た る結 びつ きのも とに、社会 を構成す るジ ョイ ン ト ・ア クシ ョンの
規則性 ・安 定性 ・再起性 が維持 され続 ける とい うこ とが、事実上、不可能 なこ とで ある と言 う
こ とを明 らかにす ることを意 味す る。換言す るな らば、共通 の定義 が維持 され続 ける可能性が
存在 し得ない ことを、 自己相互作用概念 との関わ りのも とに明 らかにす るこ とを意味す る。
ブルーマー において、 「共通の定義」が維持 され てい る状 態 とは、す なわち、個 々人の間 に
「有意 味シ ンボル」 が維持 され ている状態 を意味 してい た。 また、そ の状態 をブルーマー は、
「あ る身振 りを提示 してい る人 間が、そ の身振 りが 向け られ ている他者 と同 じよ うに 〔同 じ見
方で〕自らの身振 りを見てい る」状態 と捉 えてい る。 こ うした状態 が維持 され続 けるためには、
身振 りを提示 してい る人間は、その身振 りが向け られ ている他者 を、ある一定 の見方 でその身
振 りを見てい る他者 として、 自己相互作用 を通 じて、解釈 ・定義 し、かっ そ うした解釈 ・定義
が妥 当な ものであ り続 けなけれ ばな らない。 ところが、そ うした ことを不 可能 にす る特性 が、
この他者 にはあ る。
先 に本論第1章 で明 らかに され た よ うに、ブルーマー にお いては、ある個人 を取 り巻 く 「世
界」(world)とは、そ の個 人 に とっての 「対象 」(object)からのみ なる もの と捉 え られ てい る。
それ故 、個 人 とっての 「他者 」 とい う存在 もまた、その個人 に とっての 「対象」 の一種 として
位 置づけ られ てい ることにな る。 ところで 「対象」 とは、先 に も論 じた よ うに、個人 があ る一
定のパースペ クテ ィブに したがって知覚 した(す なわち、 自己相互作用 を通 じてある一定 の意
味 を付 与 した)、「現実の世界」のある一定 の部分 を指す か ら、「対象」とは、一方 で個人 に よっ
て知覚 され た ものであ ると同時に、他方 で 「現実 の世界」 のあ る一定 の部分 でもあ り続 ける、
とい うこ とにな る。 同様 に、 「他者 」 とい う存在 もまた、一方 でそ の個 人 によって知 覚 された
もので ある と同時に、他 方 で、 「現実の世界」 のあ る一定 の部分 で もあ り続 け る、 とい うこ と
にな る。 では、その 「現実の世界 」 とは如何 なる特性 を有す る もの と捉 え られ ていたのか。先
に第1章 で明 らか にされ た よ うに、 「現 実の世界」 とは、個人 に よるそ の世界 に対す る解釈 ・
定義に対 して、いつで も 「語 り返 し」 して くる可能性 を持 った存在 と捉 え られ ていた。 また個
人は、その 「語 り返 し」を契機 として、 自らの解釈 ・定義 の妥 当性 の如何 を知 る ことが出来、
その結果 として、 自らの解釈 ・定義を修正す るこ とになる。 さらに、そ うした 「語 り返 し」が
生 じる可能性 がいつで もあ るが故 に、個人 が、ある一定 の解釈 ・定義 を、妥 当な もの として用
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い続 けることは、事実上、不可能 な ことと捉 え られ なけれ ばな らない こ とにな る。 ある個 人に
とっての 「他 者」 とい う存在 もまた、その現実 の世界 の領域 に位 置す るもので あ り、それ故、
個人が、その他者 に対 して行 ったあ る一 定の解釈 ・定義 を、妥 当な もの として用い続 けること
もまた、不可能な こ とと捉 え られなけれ ばな らない。他者が持つ こ うした特性 を指 さして、本
論 は、他者の 「不可視」性 と名付 けた。
以上 ここまでの議論 を踏ま えるな らば、次 のよ うに結論づ けるこ とがで きる。す なわ ち、ブ
ルーマー のシ ンボ リック相 互作用論 において は、 「共通 の定義」 なる ものが永久 に維持 され続
ける とい うこ とは、事実上、不可能な ことと捉 えなけれ ばな らない。何故 な ら、共通 の定義が
維持 され続 けるためには、身振 りを呈示 してい る人間は、その身振 りが向け られ てい る他者 を、
ある一定の見方 でその身振 りを見 てい る他者 と して、 「自己相互作用」 を通 じて、解釈 ・定義
し、かつそ うした解釈 ・定義 が妥 当な ものであ り続 けなけれ ばな らない が、解釈 ・定義 され る
その他者 には、いつ で もそ うした解釈 ・定義 に対 して 「語 り返 し」す る可能性 がある、 とい う
特性 が あ り(他 者 の 「不 可視」性)、それ故、そ うした解釈 ・定義が修正 され なけれ ばな らな
い可能性 がいっ で も存在 しているか らであ る。
終章においては、第1章 、第2章 、第3章 で明 らかに された、ブル ーマーの 「動的社会」観
を、経験的 に検証す る検証手段 としての、 「行為者 の観 点」(standpointoftheactor)からのアプ
ローチにっいて、議論 が割 かれ ている。
本論第1章 、第2章 、第3章 で明 らかに されたのは、ブル ーマーのシ ンボ リック相 互作用論
のパースペ クテ ィブか ら捉 えた 「動 的社会」観 の 内実で あるが、極言す るな らば、「シ ンボ リッ
クな相互作用 としての社会 」(societyassymbolicinteraction)とい うブルーマーの よく知 られた表
現か らも分か るよ うに、ブル ーマーに とって 「社会」 とは、まず何 よ りも、人間間の社会的相
互作用(そ の本 来的形 態が トラ ンスアクシ ョンで あ りジ ョイ ン ト ・ア クシ ョンで あった)が 折
り重な った もの として捉 え られていた。 したが って、ブルーマーのシ ンボ リック相互作用論 に
おいては、社会 的相互作用 とは、社会 の基本的単位 に他 な らず、それ故 に、その基本的単位 で
ある社会 的相互 作用(ト ランスアクシ ョン/ジ ョイ ン ト・ア クシ ョン)を 研 究すれ ば、 「人間
の社会」(humansociety)とい うものが持っ、それ特有 の性質 が明 らか になる。 これ が、ブル ー
マー がシ ンボ リック相互作用論 とい う立場 か ら立て た社 会 に対す る仮 説で あった。本 論第1
章、第2章 、第3章 の諸議論 に よ り明 らかに され た社会 的相互作用把握 を提示す るな らば、そ
れは次の よ うに捉 え られ る。 すなわち、社会的相互作用 とは、そ こにおいて、互い に相手が不
可視的な存在 となってい る個 々人が、各 々の 自己相互作用 の一形態 として の 「考慮 の考慮」 を
駆使 しっつ、互いに 「相 手の観 点」 と 「相手 のパー スペ クテ ィブか ら見た 自分 自身 の観点」の
双方 を探 り合 う(定 義 し合 う)過 程 である、 と捉 え られ る。す なわ ち、そ こにおい て、個々人
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は、 「考慮 の考慮」 を駆使 しつつ、相手が どの よ うな観 点を持 った存在 であるのか(「相手の観
点」)、また相 手か ら見て、自分 自身 は どの よ うな観 点を持 った存在 と捉 え られ ているのか(「相
手のパー スペ クテ ィブか ら見 た 自分 自身 の観 点」)とい う、この二 っの事柄 を絶 えず想 定(解
釈 ・定義)し 合 わなけれ ばな らない、そ うした過程 として社会的相互作用 を把握 す ることが出
来 る。 また互 いに相 手が不可視的 な存在 となっているが故 に、必然的に個々人は、再定義 を余
儀 な くされ るのであ り、それ故 に、その相互作用 は絶 えず進展 を余儀な く され る。 これが、本
論 か ら得 られ た社会 的相互作用把握であった。 ところで、 ブルーマーの シンボ リック相互作用
論 よ り得 た この社会 的相互作用把握は、彼 の方法論 においては 「感受概念 」(sensitizingconcept)
の範疇 に入 る ものであ り、それ故、 当然 この相互作用把握 は、そ こよ り演繹的 に理論 を構成 し
てゆ くその前提 として 自明視 ・絶対視 され るべ き もので はな く、その妥 当性 を個々別々の経験
的世界 の個 々別 々の事例 に照 らして、そ うした個 々別々の事例が持つ、個 々別々の独 自性 を引
き出す とい う形で、検証 され なければな らない もの となる。
ブル ーマー は、社会科 学の とるべ き理想的検証方法 として、「自然 的探 求」(naturalisticinquiry)
法 を提 唱 してい るが、それは、ブル ーマー によれ ば、 「研 究の指針 とな る概 念 と経験 的観 察 と
の絶 え間ない相互作用」(continuinginteractionbetweenguidingideasandempiricalobservation)を、
研究者 が実践す るこ とを要請す るものであった。換言す るな らば、 自然的探求 とは、経験的な
観 察 を通 じて、絶 えず 、研 究者 が研 究対象 について抱 いてい るイ メージ ない しは認識 を、検
証 ・改訂 してゆ く営み を意味 してい る。 では、研究者 は如何 に して、そ うした検証や改訂 を行
うことが出来 る とブルーマー は捉 えてい るのであろ うか。換言す るな らば、研究者は如何 に し,
て、 自らのイ メー ジない しは認 識が妥 当な ものであるか否 かを知 るこ とが出来 るもの と捉 えら
れ てい るのであろ うか。 ブルーマーはそれを、研 究対象 である 「経験的世界」(empiricalworld)
か ら研究者 のイ メー ジや認識 に対 して発せ られ る「抵抗」(resist)ない しは 「語 り返 し」(talkback)
(「否定的実例 」(negativecase)の発生)を 手 がか りとしてな され得 る、 としてい る。
では、研究者が、上記の社会的相互作用把握(シ ンボ リック相互作用論 の 「ルー ト ・イ メー
ジ」(rootimages))を分析枠組 み と して採用 し、その上で、上記 の 自然 的探求 を行 うとすれば、
その研究者 は如何な る方法論 的な立場に立っ ことになるのか。 ブルーマーが提示す るその立場
が、上記の 「行為者 の観点」(standpointoftheactor)からのアプ ローチ に他 な らない。す なわ ち、
ブルーマー によれば、シ ンボ リック相互作用論 のルー ト・イメー ジを分析枠組み として採用 し、
その上 で、自然的探求 を行 うとすれば、研 究者 は、必然的に、「行為者 の観点」か らのアプ ロー
チを行 わなければな らない こ とにな る とい う。本論終章 においては、 このアプ ローチ を実際に
実行す るに際 して伴 う、諸問題 ・諸留意 点について議論が展開 されてい る。
まず 、「活動単位 」(actingunit)に集 団を も含 めるか否か、 とい う論点 について。 「行為者 の観
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点」か らのア プローチ とは、約言す るな らば、研 究者 が、社会 を研究す るに際 して、 それ を構
成す る 「行為者 の立場 」(positionoftheactor)から研 究 を行 うことを、換言す るな らば、そ
の行 為者 の役割 を取得す るこ とを、研 究者 に要請す るものであった。 ところで、ブルーマー に
おいては、 この 「行為者 」 には、人間個 人のみな らず 、集 団 もそ の範疇 にお さめ られ てい る。
その ことを明示す るた めにブル ーマーは、 しば しば、 「行 為者 」に言及す るに際 して、 「活動単
位 」(actingunit)とい う用語 を用いてい る。ブル ーマーに よれ ば、この活動単位 に含 まれてい る
のが、人間個 人であれ集 団であれ、そ うした活動 単位 の行為 は、等 しく、それ らが行 う解釈の
過程の所 産 と捉 え られな ければな らない。 またそれ故 に、 そこに含 まれ てい るのが人 間個人で
あれ、集 団であれ 、研 究者 はその 「活動 単位 の役割 を取得」す る とい う 「行為者 の観点」か ら
のアプ ローチを実行 しなけれ ばな らない。これ が、ブルーマーの主張であ る。とはいえ、この 「活
動単位 」に集 団を も含 めた場合 、研 究者 に よる、その集団全体 の役割取得が如何 に して可能で
あるかについて、ブル ーマーは説得 的 ・体系 的な説 明を用意 し得ていなか ったこ とが、本章の
議論 の結果 明 らかに され た。議論 の結果 、 「行為者 の観 点」か らの アプ ローチ を実行す るに際
しては、そ の 「行為者」(「活動単位」)には、人間個人 のみを含 めるべ き とす る結論 が導出 さ
れた。 では、そ もそ も 「行為者 の観点」 を取得す る、 とい うこ とは如何 なる事態 を意味 してい
るのであろ うか。 それ は、あ りのままの行為者 の観点 をダイ レク トに取得す るこ とを意味 して
い るのであろ うか。次 にその点につ いて議論 が展 開 された。
仮 に、 自己 と他者 とい う二人 の人 間に よって社会的相互作用が営まれてい る としよ う。本論
で得 られ た知見 を踏 まえるな らば、そ うした相互作用 において、二人は各々 「自己相互作用」
の一形 態 として の 「考慮 の考慮 」を行 いっっ 、互 い に 「相 手 の観 点」 と 「相 手 のパ ー スペ ク
テ ィブか ら見 た 自分 自身 の観点」 の双方 を探 り合 ってい る。 シンボ リック相互作用論 のパース
ペ クテ ィブか らす るな らば、社会 的相互作用 に参与 してい る 自己と他 者 とは、互い に相手が不
可視 的な存在 となっているもの、 と捉 え られ る。それ故研究者が、そ うした社会的相互作用 を
「行為者 の観点」 か ら明 らかに しよ うとす る際 には、 当然 なが ら、研 究者は、社会的相互作用
にお いて、 自己は他者 の内面 を、他者 は 自己の内面 を、本 当の ところは把握 しきれていない状
態 にある、 とい う理論上 の前提 を方法論的 な前提 として も据 えた上で、そ うした前提 に見合 っ
た調査方法 を採 らなけれ ばな らない こ とになる。す なわ ち、 ある個 人の内面は あくまでその個
人 か ら引き出 され なけれ ばな らないので あ り、その個人 と相互作用 を営んでい る他者 か ら引き
出 され るべ きもの ではない。 とはい え、 ここで忘れてはな らない ことは、 フィール ドに調査 に
入 る研究者 とい う存在 もまた、その フィール ドにお ける一人の 「行為者 」に他な らない とい う
論点 であ る。 すなわ ち、研究者 に よる調査研 究 とい う行為 もまた、 「一 つの解釈 の過程 」に他
な らず 、それ故 に研究者(調 査者)と 行為者(調 査対象者)と の相互 作用 もまた、等 しくシン
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ボ リ ックな相 互作用 の範疇 に入 るもの と捉 え られ な けれ ばな らない こ とに なる。で あ るな ら
ば、研究者 に とってもまた、その人の役割 を取得 しよ うと思 ってい る行為者(対 象者)は 、不
可視的 な存在 として存在 してい るもの と捉 えなけれ ばな らない ことになる。 その意味 で、研究
者 による 「行為者 の観 点」の取得 とい う営みは、そ の観点 のあ りのままの姿 をダイ レク トに取
得す ることを意味 してい るわけでは ない。そ うではな く、それ は、 「対象者 の解釈過程 に対す
る研 究者 の解釈 過程」(reconstructionofconstructions)でしかあ り得 ない。 で は、そ の解釈過 程
の結果 と して、研 究者 が対象者 に対 して適用 した、その解 釈 ・定義(「行為者 の観 点」に関す
る研 究者の想定)の 妥 当性 の如何 は如何 に してはかれ るので あろ うか。別言す るな らば、研 究
者 はその 「対象者 の解釈過程 に対す る研 究者 の解釈過程」 を如何 に対 自化 し得 るのか。先に見
た よ うに、ブルーマーは、研 究者 に よるそ うした解釈 ・定義の妥 当性の如何 を、 「経験的世界」
か らの 「語 り返 し」を手がか りとして検証す る ことが出来 る としているが、 では、そ の 「語 り
返 し」 をど う処理 し、 ど う自らの解釈 ・定義 を修正(→ 確定)す れ ばよい のかが、先の説 明で
は明 らかに されてい るとは言 い難 い。 その検証 の基準 を設定 した上 で、本論 の議論 よ り析 出 さ
れた社会的相 互作用把握 を経験 的に検 証す ることが、われわれ に とっての今後 の第一 の課題 と
な ることが、本論 の考察 の結果 、明 らかに され た。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
6
本論 文は、戦後 のアメ リカ社会 学の展 開において、いわゆるシカ ゴ ・ソシオ ロジーの再生 を
強 く誘 った とされ るハ ーバー ト・ブルーマー のシンボ リック相互作用論 に観 られ る 「動的社会」
観 を、 「個人 と社会 との関係 」 とい う社会学の根本 的テーゼ に即 して再考 を試 みた ものである。
全 体は序章 、1～3章 、終章で構成 され、ブル ーマ ーの分析枠組み それ 自体 の展 開を内在 的か
つ整合 的に追 う論 文全体 の堅固なスケル トンに加 えて、ブルーマー のシンボ リック相互作用論
に関す る先行研 究の微 に入 った検討 、それ らについ ての周到 な批判 的整序 の上 に論 を展開 して
い る。
序 章では、ブル ーマーのシ ンボ リック相 互作用論 がいわゆる 「シカ ゴ ・ルネサ ンス」の一潮
流 をな し、並みい るシ ンボ リック相互 作用論 の諸学派 のなかで も、その包括性 、・体系性のゆえ
に卓越 した位 置を 占めてい ることが指 摘 され る。 そ して本論文 が、そ うしたブルーマーのシ ン
ボ リック相 互作用論 の分析枠組 みに焦点 を据 えた ものであるものの、あ くまでもブルーマーの
思想 に依拠 した、 自らのシ ンボ リック相互作用論 を彫琢 した ものである ことが強調 され る。 さ
てその上で、 ブル ーマー のシンボ リツク相互 作用論 を、 「自己相 互作用」概念 を柱石 と して、
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個人 の 「社 会化 」、個 人に よる社 会形成、そ して社会再形成 に即 して検討 し、併 せて経験的地
平へ の着地 の可能性 を さぐろ うとす る本論文 の意図 とシナ リオが開陳 され る。
第1章 では、 ブルーマーのシンボ リック相互作用論の概念 的柱石 となってい る 「自己相互作
用」が 、他者 との社会的相互作用 を個人 に内在化 させた 「解釈 の過程」 と同義で用 い られ てい
ることが指摘 され る。そ して、ブルーマー のシンボ リック相互作用論 にたいす るル イスの主観
主義批判 に反論す る とい う形で、まず 「定義 の諸図式」 と 「一般化 され た諸 々の役割」 とい う
二つ の解釈枠組み に底礎 す るブル ーマー の 「社会化」概念 が提示 され 、 この概念 を軸 に して、
「個人 と世界 との関係 」が人間に よる世界(現 実の世界)に たいす る 「自己相互作用」 を通 じ
た解釈 ・定義(意 味付与/知 覚)に 規 定 され てい ることが明 らかに され る。 しか し、 この 「個
人 と世界 との関係 」 は、ブル ーマーにあっては、個人の解釈 ・定義 に よって一義 的に規定 され
るわけで はない。 「語 り返 し」(トーク ・バ ック)を 通 して、 「個 人 と世界 との関係 」は絶 えず
形成 ・再形成 され ると捉 えられ るのである。そ して この 「個人 と世界 との関係」把握 に基づい
て、 ブルーマーのい う 「個人 的行為」 が 「衝動」→ 「知 覚」→ 「操作」→ 「完結」 とい うプロ
セ スを往還 してい くもので あることが確認 され る。
第2章 では、 「自己相互作用」の介在す る 「社会 的相 互作用 」で ある 「シンボ リックな相 互
作用」が、個 人に よる社会形成 とい う問題 構制 に したがって、 「ジ ョイ ン ト・アクシ ョン」、 「共
通 の定 義」等 の概 念装置 を駆使 しなが ら説 明 され る。すなわ ちそ こでは、 「有意 味シ ンボルの
使用」 と同義で あるシンボ リックな相互作用 の 「本来的形 態」=ジ ョイ ン ト・アクシ ョンが、
個 々人 が各 々の 「自己相互作用 」を通 じて、そ こで提示 され てい る身振 りにたい して、同一の
意味 を付与 してい る状態、っま り 「共通 の定義」 の成立を介 して形成 され ることが明 らか にさ
れ る。 そ してそ うした 「共通 の定義 」が、 「自己相互作用」 の一 形態 としての 「考慮 の考慮」
を重要 な環 とす るこ と、ひ るがえって この 「共通 の定義」 によって、 「ジ ョイ ン ト・アクシ ョ
ン」 は 自らの規則性 ・安定性 ・再起性 を保障 され る とい う点が、ブル ーマーの主張の眼 目をな
してい る とされ るので ある。
しか し、指摘 され るよ うな 「共通 の走義 」は、永続的 に維 持 され続 け るとい うものではない。
第3章 で は、それが事実上、不 可能 であるこ とが他者 の 「不 可視」性 を通 して考察 され る。 ブ
ルー マーに よれ ば、 「共通 の定義」が維持 され続 けるには、身振 りを呈示 してい る人間が、そ
の身振 りが向け られてい る他者 を、ある一定 の見方でその身振 りを見 ている他者 として解 釈 ・
定義す る必要が あ り、 しか もそ うした解釈 ・定義 の妥当性 が保持 され なけれ ばな らないが、解
釈 ・定義 がな されてい る他者 は常にそ うした解釈 ・定義 に 「語 り返 し」(トー ク ・バ ック)す
る可能性 を有 してお り、す なわち他者 の 「不 可視」性 が存在 してお り、 したがってそ うした解
釈 ・定義 の修正がいっいかな る時 も起 り得 る、 とい う。 こ うして、社会 が再形成 され てい くプ
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ロセ スが、それ 自体 、「自己相 互作用」のダイナ ミズム を示す、「語 り返 し」→他者 の 「不可視」
性 を介 して説 明 されてい くのであ る。
さて終 章では、以上 のブルーマーの シンボ リック相互作用論 における 「動 的社会」観の基底
に伏 在す る方 法論 が、畢尭、 「感受概念 」のカテ ゴ リー に属す るものであ り、 したが って、そ
の妥当性 が演繹 的理論 に解消 してい くや り方ではな く、経験 的世界の個別 事例に即 して、そ の
事例 の もつ重みを浮 き彫 りにす る形で検証 されな ければな らない こ とが指摘 され る。 そ してこ
うした指 摘の延長線上 にお いて、 ブルーマーの 「自然的探求」法、すなわ ち経験的な観察 を通
じて、絶 えず 、研究者 が研究対象 について抱いてい るイ メージ ない しは認識 を検証 ・改訂 して
い く営みに熱 いまな ざしが注 がれ る。っ まる ところ、研 究者 による調査研 究 とい う行為 、換言
す るな ら、研 究者(調 査者)と 行為者(調 査対象者)と の相互作用 は、 シンボ リックな相 互作
用 と相同的で あ り、 「一っ の解釈 の過程」 に他な らない とされ るので ある。
以上、本論文の意義は、主著 『シンボ リック相互作用論』 のみな らず 関連す る様 々なテ キス
トを幅広 くサー ヴェイ し、かっ先行研 究にたいす る周到 な検討 の作 業を通 して、ブルーマー の
シンボ リック相互作用論 にお ける 「動 的社会 」観 の全 体像 に迫 ってい る点にあ る。 その際、「語
り返 し」、 「ジ ョイ ン ト・アクシ ョン」、 「考慮 の考慮」等 の鍵概念 を駆使 して 、 「自己相互作用」
のダイナ ミズムを明 らか に してい るところに、本論 文の特色 を認 め ることがで きる。 いずれ に
せ よ、本論文 は、ブルーマー のシンボ リック相 互作用論 にたいす る理解 に新 しい次元を加 えて
お り、斯界 の学 問的発展 に寄与す る ところはきわめて大 きい とい える。
よって、本論文 の提 出者 は、博土(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認 め られ る。
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